
国
語
資
料
と
し
て
の
崎
門
学
派

「
抄
物
」

大
塚
精
斎

『朱
易
術
義
』
（明
倫
堂
文
庫
蔵
）
に
お
け
る
講
義
筆
記
の
受
容

塚

本

泰

造

は
じ
め
に

本
稿

の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
山
崎
闇
斎
門

下
に
お
い

て
、
講
義
筆

頭
が

一
種

の
講
義
案

・
あ

る
い
は
手
控

の
材

料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
時

に

生
じ
る
言
葉

の
改
変
を
具
体

的
に
示
し

、
そ
こ
か
ら
国
語
資
料
と
し

て
性

格

の
異
な
る

二
種
類

の

「
抄
物
」

（
ー
）
の
間

に
、

い
わ
ば

そ
れ

に

ふ
さ

わ

し
い
文
体
と

い
う
も

の
が
ど

の
程
度
意
識

さ
れ

て
い
た
か
を
探
る

こ
と

で
あ

る
。

崎
門

系

の
講
義
筆
記
は

、
現
在

、

共
時

的

に
は

、

そ

の
筆
録

の
態

度

（「
や
は
り
抄
物

の
流
で
あ

っ
て
、
当
時

の
俗
語
を
使

用
し
た
口
舌
の
ま
ま
」

（
2
）
）
に
基
づ

い
て
、
主

に
江
戸
後
期

の
教
養
層

の

口
語
あ

る
い
は
方
言

の
資

料
と
し

て
、
ま
た
通
時
的

に
は
現
代

の
共
通
語

（
の
語

法

・
文
体

）

に

つ
な
が

る

も

の
と

し

て
研

究

さ

れ

て

い

る

と

言

え

よ

う

（
3

）
。

そ

し
て
こ
れ
ら
を
言
語
資
料
と
し

て
取
扱
う

に
は

、
金

田
氏
が
、
た
と
え

ば
講
義

筆
記

の
場
合
、
講
義

の
筆
録
者
に
よ

っ
て
言
語

に
違

い
が
出
て
来

る

よ
う

に

（
ジ

ャ
と
ダ
な
ど
）
、
そ

の

「
種

々
様

々
な

成
立

経

緯
」

を
考

慮

に
い
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
既
に
指
摘
さ
れ

て
お
ら
れ
る
（4
）。

さ
ら

に
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
高
鍋
藩
校
明
倫
堂

の
崎
門
学
派
の

「
抄
物
」
、

ま
た
藩
校
教
授
大

塚
精
斎

の
も

の
の
言
語

（
助
詞

・
助
動
詞
）

に

つ
い
て

は
、
こ
れ
も
す

で
に
平
沢
氏

の
詳
細

な
御

考
察

が

あ
る

（
5

）
。

た
だ

、

い
ま

だ
こ
の

「
抄
物
」

群
は
よ
く
活
用
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ず

、
し
か

も
活

用
さ
れ
た
と
し

て
も
考
察

の
焦
点
が
講
義
筆

記
の
方

に
ー
あ
る

い
は

単

に
講
義

の
筆
録

で
あ

る
と
し
て
1
合
わ
さ
れ

て
き

た
面
が
あ
る
よ
う

に

思
わ

れ
る
。

こ
こ
で
本
稿
が
付
け

加
え
る
こ
と
は
、
あ
る
講
義

を
筆

録
し

（そ

の
後

で
添
削
を
受
け
、
あ
る

い
は
整

理
し
）
た
も

の
と

、
自
ら
が
講

義
用

に
作

成
し
た
も

の
と
が
崎
門
学
派

の

「
抄
物
」
に
見
ら
れ
た

場
合

、
こ
れ
ら
を

言
語

の
上

で
ど

の
程
度

同
じ

よ
う
に
扱
え
る
か

・
ど

こ
に
違

い
が
求
め
ら

れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る

、
自
筆
と

認
め
ら
れ
る

精
斎
の

『朱
易
術
義
』

（寛

政
5
年
1

7
9

3
成

立
）
（
6
）
は
、
実

は
同

じ
明
倫
堂

に
在
る
宇
井
黙
斎
述

・
千
手
興
欽

（
明
倫
堂
教
授

）
録

『
宇
井

子
朱
易
術
義
講
説
』
（
明
和

3
年

1
7
6
6
成
立

）
（
7
）

を

一
部

改
変

、

時
に
は
そ

の
ま
ま
引
い

て
成
り
立

っ
て
い
る
部
分
ー
⊥
特
に
語
句

の
解
説

・

解
釈
-

が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。

こ
う

し
た
あ

り
方
そ

の
も

の
は
、
室

町

時
代

の
抄
物
に
お
け
る
手
控
と
聞
書
と

の
関
係

に
似

た
も

の
と
も

い
え
よ

う
。
た
だ
し
、
も

と
も
と
私
性

の
強

い
こ
の
崎

門
学

派

の

「
抄

物

」

が

、
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成
立

ち
方
が

違
う
と
そ

の
言
語

の
ど

こ
に
違

い
が

見
ら
れ
、
し
た
が

っ
て

二
書

そ
れ
ぞ

れ

の

「
ら
し
さ
」
が
ど
う
で
あ

る
か
、
こ
れ
は
ま
た
抄
物
と

は

一
応

別
箇

の
こ
と
と
し

て
考
え
る
べ
き
で
あ

る
が
、

こ
こ
に
見
ら
れ
る

精
斎

の
改
変

と
は
、
講
義
筆
記
と
講
義
用
手
控

と
の
間

の
文
体
1
ー

「
書

く
」
際

に
、
こ
う
い
う
表
現
は
ふ
さ
わ
し

い

・
ふ
さ
わ
し
く
な

い
と

い

っ

た

形
で
私
達

に
迫

っ
て
く
る
許
容
範
囲
と
仮

に
定
義

し

て
お
く
ー

、

こ

の
差
異

を
彼

自
身

が
ど
れ
だ
け
は

っ
き
り
と
自
覚

し
て

い
た
か
を

示
す
も

の
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
実

際

に
は
、

例

え
ば

講

義
筆

記

の
全

て

の

「
ジ

ャ
」
が

規
則
正
し
く

、
他

の
、
し
か
も

ひ
と

つ
の
、

言
葉

に
置

き
換

え
ら
れ

て
い
る
と

い
う
よ
う
な
改
変
は
実
現
さ
れ

て
い

な

い
。

し
か

し

、

量

の
上

で
も
あ
え

て
あ
る
語
句

・
表
現
を
別

の
語

句

・
表
現

に
置
き
換
え

か

つ
可
逆
性
が
見
ら
れ
な

い
、
と

い

っ
た
と

こ
ろ
に
は
、
彼

の
文
体

の
自

覚

、
特

に
こ
こ
で
は

い
わ
ば
手
控
ら
し
さ

（
に
か
な
う
複
数

の
言
葉

）
が

よ

り
強

く
意

識
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。
し
か
も
大
塚
精

斎

（
1
7
2
9

-
1
8
0

7
）、

千
手
興
欽

（
1
7

3
7

-

1
8
1

9

）

共

に
ほ
ぼ
同
世
代
で
あ

っ
て
（
8
）
、
時
代
差

に
よ
る
違

い
は

ひ
と
ま
ず
考

慮

の
外
に
置
け
る

の
で
あ

る
。
以

下
本
稿

で
は
こ

の
自
覚
を

「文
体
意
識
」

と
名
付
け

て
、

二
書

に
お

い
て
、
山
崎
闇
斎

『
朱
易
術
義
』
序

・
一
秘
三

（
延
宝
5
年
正
月
刊

）
の
語

句
を
抜
き
出

し
て
注
解

を
加

え

て
い

る
部
分

を

調
査
対
象
と
し

、
そ
の
違

い
に
問
題
を

し
ぼ

っ
て
考
察
を
進
め

る
こ
と

と
す
る

（9

）。

注

（ー
）
従
来
、
こ
の
種
の
国
語
資
料
は

一定
し
た
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る

（「講
義
物
」
「講
義
ノ
ー
ト
」
「崎
門
系
抄
物
」
な
ど
）。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
本
稿
で

は
講
義
筆
記
の
み
を
対
象
と
は
せ
ず
、
ま
た
室
町
時
代
の
抄
物
と
似
通

っ
た
点
が
見
ら
れ
る

の
で
、

「講
義
筆
記
」
の
名
称
は
避
け
て
、
仮
に

「
崎
門
学
派
抄
物
」
と
し
て
お
く
。
「
抄

物
」
と
す
る
時
は
こ
の
資
料
を
意
味
す
る
。

（2
）
中
村
幸
彦

「翻
訳

・
註
釈

・
翻
案
」
（
『中
国
文
学
鑑
書
9
日
本
漢
学
』
大
修
館
書
店
、

昭
和
4
3
年
2
月
）
P
2
7
8

（3
）
こ
の

「抄
物
」
を
活
用
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の
諸
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。

中
村
通
夫

「
『で
あ
る
』
小
考
」
（
『中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
十
三
号

昭
和
3
8
年
3

月
）

中
村
幸
彦

「近
世
語
魏
の
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』
8
7
、
昭
和
4
6
年
1
2
月
）

鎌
田
廣
夫

「玉
山
講
義
師
説
の
語
禦
―
―
名
詞
及
び
動
詞
ー

」（
『國
學
院
大
学
国
語
研
究
』
3
6
、

昭
和

4
8
年

7
月
）

金
田

弘

「漢
籍
国
字
解
と
そ
の
言
語
―

江
戸
崎
門
学
派
の
講
義
筆
記
を
中
心
に
ー

」

（
『
国
語
学
一
1
2
3
、
昭
和

5
5
1
2
月
）

「越
後
新
発
田
藩
儒
井
東
信
斎
と
そ
の
講
述
筆
記
-

幕
末
期
地
方
教
養
層

の
言
語

に
つ
い
て
i

」
（
『國
學
院
大
学
紀
要
』
2
1
、
昭
和
5
8
年
3
月
）

「後
期
江
戸
語
教
養
層
の
言
語
資
料

『中
庸
筆
記
』
を
め
ぐ

っ
て
」
（
平
山
輝
男
博

士
古
稀
記
念
編

『現
代
方
言
学
の
課
題

第
3
巻

史
的
研
究
篇
』
明
治
書
院
、

昭
和
5
9
年
6
月
）

「な
か

っ
た
」
考

（
『
国
語
と
国
文
学
』

昭
和
6
0
年
5
月
）

平
沢

啓

「漢
籍
国
字
解
の
言
語
1

そ
の
共
通
語
的
性
格
」
（
「上
智
大
学
国
文
学
論
集
』

1
6

・
」
7
、
昭
和
5
8
・
5
9
年
）

「明
倫
堂
文
庫
蔵

宇
井
黙
斎

（崎
門
学
派
）
の
講
義
筆
記

の
言
語
」
（
『宮
崎
女

子
短
期
大
学
紀
要
』
1
2
・
1
4
、
昭
和
6
0

・
6
2
年
）

「用
例
集

日
向
高
鍋
藩
校

「明
倫
堂
」
の
講
義
ノ
ー
ト
の
語
法
」

（森
岡
健
二
編

『近
代
語
の
成
立

文
体
編
』
第

一
部
財
第
三
章
、
明
治
書
院
、
平
成
3
年
1

0
月
）
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福
石
妙
子

「崎
門
系
抄
物
語
彙
管
見
」
（
『
静
岡
女
子
大
学
研
究
紀
要

』
1
7
、
昭
和
5
9
年

2
月
）

（4
）
漉

（3
）
参
照
。

（5
）
注

（3
）
参
照
。

（6
）
高
鍋
町
立
図
書
館
編

『高
鍋
惚

明
倫
堂
文
庫
図
書
目
録
』
（昭
和
5
9
年
8
月
）
整

理
番
号
2
2
3
8
-
2
1
0
ー
冊
全
8
1
丁
。
ー
オ
に

「朱
易
術
義

寛
政
五
年
季
秋
精
斎
」

ま
た
別
筆
で
表
紙
襲
に

「此
書
祖
考
精
斎
先
生
執
筆
也
子
玄
/
孫
極
崇
奉
云

孫
男
充
大
輔
識
」

と
あ
る
。
特
徴

的
な

「モ
ノ
」
の
く
ず
し
方
な
ど
、
大
塚
精
斎
筆
と
見
ら
れ
る
他
の
書
と
同

筆
と
認
め
ら
れ
た
。

（7
）
整
理
番
号
1
4
9
1
1
1
2
。
2
冊
上
1
2
8
丁

・
下
7
2
丁
o

下
7
2
丁
オ
に

「
明

和
丙
戌
自
仲
夏

至
於
季
秋
宇
井
黙
斎
/
先
生
講
此
書
於
東
都
酒
漸
堂
之
日
興
欽
/
従
録
之
干

時
先
生
年
四
十
有
二
興
欽
年
/
三
十
也
/
千
手
興
欽
識
之
」
と
あ
る
。

（8
）
石
川
正
雄

コ
簡
鍋
藩
の
教
育
」
（
『明
倫
堂
記
録
』
高
鍋
町
、
昭
和
5
8
年
3
月
）
に
よ

る
o

（
9
）
字
体
に
関
し
て
は
こ
こ
で
は
考
察
の
対
象
と
せ
ず
、
か
つ
そ
の
異
体
字
の
実
態
か
ら
す
れ

ば
、
印
刷
の
都
合
か
ら
し
て
も
原
文
の
ま
ま
の
翻
刻
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
漢
字
は

一
部
通

行
の
字
体
に
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば

「陰
」.を
月
偏
に

「水
」
、
「書
」
を
そ
の

上
部
の
三
画
目
ま
で
の
字
で
代
裏
さ
せ
る
ー

「陰
」
「書
」
と
い
う
字
そ
の
も
の
も
あ
る
ー

な
ど
、
こ
れ
ら
は
通
行
の
字
体
に
改
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ウ
ラ
で
示
す
）
に
基
づ

い
た
事
が
は

っ
き
り
わ

か
る

部
分
も

あ

る
が

、
そ

の
語

句
の
注
解
部
分
を
、
そ

の
ま
ま
取
り

入
れ

て
い
る
箇
所
が

1
6
箇

所

あ

る

（
1
）
。
い
わ
ゆ
る
抄
物
に
も
先
行
抄
物

文
の
取

り

入
れ

は
見

ら

れ

る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た

一
国
語
資
料

と
し

て
の
処
理

に
注
意

を

促
す

こ
と

に
も

な
る
わ
け
で
あ
る
。

『
大
塚
』

で
は
、
濁
点

の
付
け
具
合

い
は
文
脈
ま

か
せ
で
あ

っ
て
、
今
こ

の
濁
点

の
有
無

は
お

い
て
、
そ

の
例

を
示
す
と

、

○
震
党
―

朱

子
ノ
説
デ

ハ
震

ハ
地

ノ
象
免

ハ
天
ノ
象
ト

ス

（
『
宇
井
』
1
0
2

オ
）

○
震
見
在
天
之

云
云

朱
子

ノ
説
デ

ハ
震

ハ
地
ノ
象
免

ハ
天

ノ
象

ト

ス

（
『
大
塚
』
2
8

オ
）

○
故
愚
崎

孔
子

ノ
言
ノ
本

実
タ
ル
処
ノ
卦

ヲ
ト
リ
失

テ
孔
子

ノ
詞

バ
カ
リ

ニ
付

テ
ヲ
ル

ハ
虚

ニ
ヨ
ル
ト
云

モ
ノ
也

（
『
宇
井

』
下

1
7
オ
）

○

故
愚
虚
I
l
孔

子
ノ
言
ノ
本
実

タ
ル
処

ノ
卦

ヲ
ト
リ
失

テ
孔
子

ノ

詞

ハ
カ
リ

ニ
付

テ
ヲ
ル

ハ
虚

ニ
ヨ
ル
ト
云

モ
ノ
也

（
『
大

塚
』
4
5
オ

）

・,

 

一
、
依
拠
の
実
態
か
ら

大
塚
精
斎

『
朱
易
術
義

』
（
以
下

『
大

塚
』

と
し
て
使
う
）

の
中
で
は

、

「朱
易
術
義
筆
記

二
有
リ
」
（
5
9
オ
）
と
し
て

『
宇
井
子
朱
易
術
義
講
説
』

（
以
下

『
宇
井
』
と
略

し
て
使
う
。
上

冊
の
箇
所
は
単

に
数

字

と
オ

モ

テ

○
震
変
為
ー

恒
ノ
卦
ノ
震
ノ
初
九
ガ
九
三
ト
ナ
リ
六
三
ガ
下
リ
テ

初
六
ト
ナ
リ

テ
ソ

コ
デ
成

ノ
卦

ノ
艮
ト
ナ
リ
恒

ノ
卦

ノ
巽

ノ
初

六

ガ
上
リ

テ
六

三
ト
ナ
リ
九

三
ガ
下
リ
テ
初
九

ト
ナ
リ
テ
威

ノ
卦

ノ

免
ト
ナ

ル

（
『
宇
井
』
下

5
5
ウ
～

5
6

オ
）

○

震
変
為
艮
-

恒

ノ
卦

ノ
震

ノ
初
九
力
九

三
ト
ナ
リ
六

三
力
下

リ



テ
初
六
ト
ナ
リ

テ
ソ

コ
テ
威

ノ
卦

ノ
艮
ト
ナ
リ
恒

ノ
卦

ノ
巽

ノ
初

六
力
上
リ
テ
六
三
ト

ナ
リ

九
三
力

下
リ
テ
初
九
ト
ナ
リ

テ
威

ノ
卦

ノ
【兄
ト
ナ
ル

（
『
大
塚
』
7

5
オ

）

ま

た
、
次
に
示
す

よ
う
な
少
し
だ
け
表
記

の
違
う
箇

所

（
異
体
字

の
違

い

は
除
く

）
の
例
を

含
め
る
と

、
文
章

の

一
致
す
る
箇

所
は
さ
ら
に
増
え

ほ

と

ん
ど

全
体

に
及
ぶ
。

○
以
動
静
ー

朱
子
ハ
両
儀
デ
陰
陽
ト
云
テ
四
象
ヲ
大
小
陰
陽
デ

分
タ
ル
レ
臣
郡
子

ハ
四
象

テ
大
小
陰
陽

ヲ
云

ハ
レ
ヌ
カ
ラ

y
両
儀

デ
モ
陰
陽
ト
云

ハ
ズ
動
静

ト
云
テ
四
ツ

ニ
分
レ
タ
処

テ
陰
陽
剛
柔

ヲ
以

名
付

ラ

ル

・

「
也

（
『
宇
井
』
9

7
ウ

）

○

以
動

静
云
云

朱
子

ハ
両
儀

テ
陰
陽

ト
云

テ
四
象

ヲ
大
小
陰
陽

テ

分
タ
ル
レ
モ
郡
子

ハ
四
象

テ
大
小
陰
陽

ヲ
云
レ

ヌ
カ
ラ

y
両
儀

テ

モ
陰

陽
ト
云

ス
動
静

ト
云
テ
四
ツ

ニ
分

レ
タ
処
テ
陰
陽
剛
柔

ヲ
以

テ
名
付
ラ

ル

・

「
也

（
『
大

塚
』
2
3
ウ

）

ま
た
、
語

句

の
違

い
も
あ

る
が

文
の
順
序

を
変

え
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

○

其
言
陽
与
剛
ー

…
…
…

（省
略

）
全
体

ハ
朱
子

ハ
左

ノ
上

ヲ
太

陽
ト

シ
右

ノ
上

ヲ
少
陽

ト
セ
ラ
ル

・
カ
ラ
郡
子
ノ
大
少

ノ
分

チ
無

シ
ニ
陽
剛
ト
云

バ
レ
ル
少

ノ
チ
ガ

ヒ

ハ
ア
レ
臣
陽
ト
云
剛
ト
云

サ

レ
バ
同

○
言
陰
与
柔
ー

郡
子
ハ
左
ノ
下
少
陰
ヲ
陰
ト
セ
ラ
レ
朱
子
ハ
右
ノ

下
太
陰
ヲ
陰
ト

セ
ラ
ル
郡
子

ハ
右

ノ
下
大
陰

ヲ
柔

ト

セ
ラ

レ
朱
子

ハ
左

ノ
下
少
陰

ヲ
柔

ト
セ
ラ
ル

・

「
テ
陰
ト
柔
ト

ヲ
云

ヘ
ル
ノ
異

ナ

ル
ハ
何
ゾ
ト
自
分
自
答
也

（
『
宇
井
』

9
9
オ
～
ウ
）

○

言
陰
與
柔
異
云
云

郡
子

ハ
左

ノ
下
少
陰

ヲ
陰
ト

セ
ラ
レ
朱

子
ノ

右
ノ
下
太
陰
ヲ
陰

ト
セ
ラ

ル

・
郡

子

ハ
右
ノ
下
大
陰

ヲ
柔

ト
セ
ラ

レ
朱
子

ハ
左
ノ
下
少
陰

ヲ
柔

ト
セ
ラ
ル

・

「
テ
陰

ト
柔

ト
ヲ
云
ル

ノ
異
ナ
ル

ハ
何

ソ
ト
自
問
自
答

ナ
リ
全

体

ハ
朱
子

ハ
左

ノ
上
ヲ
太

陽
ト

シ
右

ノ
上

ヲ
少
陽

ト
セ
ラ
ル

・
カ
ラ
郡
子

ノ
大
少

ノ
分
チ
無

シ
ニ
陽
剛
ト
云

バ
レ
ル
ス

コ
シ
ノ
チ
ガ
イ

ハ
ア
レ
モ
陽

（
ト
脱
力

?
）
云

ヒ
剛
卜

云
サ
レ
バ

同
シ

（
『
大
塚
』

2
5
オ
～
ウ

）

も
ち
ろ
ん
宇
井
黙
斎

の
説
を

注
記
も
無

し
に
引

い
て

あ

る

の
で

は
な

く

、

「宇
井

翁
ノ
」
と

い
う
語
句
を
付
け

加
え
て
い
る
箇
所
も
あ

り

（
「
先

ツ

一

通
リ
云

ヘ
バ
」
『宇
井
』
7
5
ウ
に
対
し

「
宇
井
翁
ノ

一
ト
ヲ
リ
云

ヘ
バ
…
・

…
」
『
大

塚
』
2
0
オ
）
、
次
に
引
く

「
一
説

一
こ

と

は
宇

井
黙
斎

の
説

で

あ
る
。推

得
行

段

々
推

シ
得

ラ
ル

・
処
ガ
サ

シ
ツ
カ

へ
無

ク
ユ
キ
行

ル

・

ト
云

「
也

（
『
宇
井
』

4
9
ウ
）

推
得

行

ク
ト
ヨ
ミ
テ
ロ
ロ

ユ
ク
ト
云

「行

ハ
去
ル
ノ
意

一
説

二
段

々

推

シ
得
ラ

ル

・
処
ロ

サ

シ

ツ
カ

ヘ
ナ

ク
行

キ

ヲ

コ
ナ

ハ
ル
ト

云

「

（
『
大

塚
』
1
6
ウ
ロ
は
虫
損
）

さ
ら
に

『
宇
井
』

に
は
宇
井
黙
斎

の
講
説
部
分

だ
け
で
な
く

、
時

々
千

手
興

欽
自

身

の
考
え

や
千
手

と
服
部
栗
斎
と

の
問
答

が
加
わ

る
こ
と
が
あ

る
が

、
『
大

塚
』
で
は
、

そ
の
部

分
を

省

く

こ
と

も

あ

り

（
1
1

箇

所
）
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（
2
）
、
逆

に
こ
の
千
手

の
考

え
の
部
分
を

注
記
な
く
取
り
入
れ
る

こ
と
も

あ

る
。然

後
可
讃
1

…
…
…
興
欽

云
ヤ

ハ
リ
係

辞
伝
ノ

「
ニ
テ
上
文
デ

ハ

係
辞
全
体

ヲ
讃

メ
ト

云

一一
テ

ハ
無

ク
…
…
…

ソ
コ
ヲ
山
崎
先
生
ガ
見

ト
リ

テ
細
注

二
其
断
リ

ア
リ

…
…
…

（
『
宇
井
』
1
5
オ

）

然
後
可
讃
繋
辞
也

コ
レ

ハ
係
辞
伝

ノ

「
ニ
テ
上

文
テ

ハ
係

辞
伝
全

体

ヲ
ヨ
メ
ト
云

「
テ
ハ
ナ

ク
…

…
…

ソ

コ
ヲ
山
崎

ノ
ミ
ト
リ
テ
細
注

ニ
ソ
ノ
断
ア
リ
ト

（
『
大
塚
』

4
2
ウ
～
4
3
ウ
）

ま

た

コ

説

二
」
と
し
て
引
く

こ
と
も
あ
る

（「
興

欽
按

二
前

後

三
十

二

図
ト
云

モ
ノ

ハ
三
十

二
卦

ノ

「
ト
…
…
」

『
宇
井

』

1
2

4
ウ

に
対

し

「
一
説

三

二
十

二
図
ト

ハ
三
十

二
卦
ノ

「
…
…
」

（
『
大

塚
』

4
0
オ
）

こ
う
し
た
依
拠

の
実
態
か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
を
国
語
資
料
と

し
て
扱

う
時

は
、
次

の
よ
う
な
場
合
が

一
つ
の
問
題
と
な
る

で
あ

ろ
う
。

天
根
月
窟
ー
i

来
往
ト

ハ
往
来
ト
云
ト
同

ク
グ
リ

く

メ
グ

ル

「
郡

子
ノ
心
中
其

天
根
月
窟
ノ
間
デ
易

ニ
ト

ぐ
ヒ
テ
胸
中

二
天
根
月
窟

ク

ル
く

メ
グ

ツ
テ
ヲ

ル

「
ヲ
云

レ
タ

「
也

（
『
宇
井
』
下
4

2
ウ
）

来

往
ト

バ
グ

ル
リ
く

往
来

y
メ
グ

ル

「
也
郡
子

ノ
心
中

コ
ノ
天
根

月
窟

ノ
間
デ
易

ニ
ト

.・
イ

テ
胸
中

二
天
根
月
窟
グ

ル
く

メ
グ

ツ
テ

ヲ
ル

「
ヲ
云

（
『
大
塚
』
6
0
オ
～
ウ

）

抄
物
そ

し
て

「
抄
物
」

の
文
体
的
特
徴

・
語

彙

（特

に

口
語
）
を
論
じ
る

場
合
、
擬
声
語

・
擬
態
語
を
と
り
あ
げ
る
方
法
が
あ

る
が

、
右
の
よ
う
な

依
拠

の
あ

り
方

を
考
え
る
な
ら
ば

「グ
リ

く

」
を
そ
の
ま
ま

こ
の
時
代

・

あ

る
地
方

の
言
葉

と
し
て
と
り
あ
げ
る
事
は
難
し

い
。
「
ル
」

を

書

き
損

な

っ
た

の
で
は
な
く
、
確
か

に
そ

の
講
説

の
場

で

「
グ
リ
グ
リ
」
と

言

っ

た

の
だ
と

し
て
も

、
問
題
は

こ
の
語
が

そ
の
場
限
り

の
も

の
で
は
な

か

っ

た

か
と

い
う

こ
と
に
あ

る
。
つ
ま
り
、

『
大
塚
』

の
方

か
ら

言
え
ば

、
「
グ

リ
グ
リ
」
は

一
回
そ
こ
に
反
省
が
加
わ
る
と

「
グ

ル
リ
グ

ル
リ
」

に
直

さ

れ

て
し
ま
う

よ
う

な
、
い
わ
ば
生
命
力

の
弱

い
も

の
だ

っ
た

・
あ
る

い
は

既
に
在
る
語

で
は
あ

っ
て
も
講
説

の
場
で
あ

っ
た
た

め
に
、
間

違

っ
た
使

い
方
を
さ
れ

て
し
ま

っ
た

（
そ
し

て
さ
し
て
添
削
も

さ
れ

ず

に
残

っ
た

）

可
能
性
が
あ
る
わ
け

で
あ

る
。
こ

の
学
派
に
講
説
者
自
身

の
添

削
と
い
う

制
度
が
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
は
、
書
き
損
な
い
と
言

い
間
違

い
が
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
よ
う
。
こ
れ
に
ほ
ぼ
類
す
る
と
思
わ
れ
る
ケ
ー

ス
を

『
宇
井
』
1

『
大
塚
』

の
形
で
示
す
と

（以
下

こ
れ

に
倣

う
）
、
「
爪

ザ

シ
」
（
1
1

7
オ

）
1

「
指

ザ

シ
」
（
3
0
ウ

）

・

「
自
分
自
答

」
（
9
9

ウ
）
1

「
自
問
自
答
」

（
2
5
ウ
）
・

「
グ

ハ
ラ
リ
ト
」

（
下

7

0

ウ

）
ー

「
グ
ラ
リ
ト
」
（
8
0
オ

）
（
3
）
。
そ
し
て
ま
た
こ
れ

に
清
濁

の
問
題
が
絡

む

（
「
ク
ル

ク
ル
」
と

「
グ

ル
グ

ル
」
）
（
4
）。

わ
ず

か
な
例
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

、
講

義
筆

記

の
場
合

は
そ

の
成
立
ち

方
か
ら
し
て

一
回
性

の
言
語

・
あ

る
い
は
た
ま

た
ま
記
録
さ
れ

た
ー

そ

し
て
添
削

の
目
を
逃
れ
た
ー
ー

言
い
間
違

い
が

入
り
込
む

可
能

性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
ど
れ
だ

け
容
認
さ
れ
る

語
で
あ

っ

た
か
を
考

え
る
上
で
、
『
大
塚
』

の
よ
う

な
ぼ
ぼ
同
時
代

の
、

反

省

の
加

え
ら
れ
た

文
献

は
見
逃
し
得
な

い
わ
け

で
あ
る
。

次

の

「
ハ

ッ
キ
ラ
」
は

そ
れ
が
僅

言
で
あ

っ
た

と
し
て
も

「
グ
リ
グ
リ
」

よ
り
は
確
か

に
存

在
し

得
た
語
と
見

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。
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甚

昧

バ

ツ
ト

y
マ
ツ
ク
ラ

ニ
ア
リ

テ
ハ
ツ
キ
ラ
ト
分

レ
ヌ

「
ヲ
云

○
荘
昧

バ

ツ
ト

y
マ
ツ
ク
ラ

云
ナ
リ

（
『
宇
井
』
下

1
7
オ
～
ウ
）

ニ
ア
リ

テ
ハ
ツ
キ

ラ
ト
分

レ
ヌ

「
ヲ

（
『
大
塚
』

4
5
オ
）

注

（
1

）
以
下

の
各
語

句
の
注

解
の
条
。

5
4
ウ

「
説

責
卦
自
」
1

1
8
オ

「
古
注

」
、

9

8

オ

「
交
於
陰
」
1

2
3
ウ
～

2
4
オ

「
交
於
陰
」
、

1
0
0
オ

「
朱
子
易
陽
為
」
1

2
6

オ

「
易

陽
」
、
「
陰
為
太

陰
」
、
「
柔
為

少
陰
」
、
1
0
2
オ

「
震
見
」

ー

2
8

才

「
震

党
在

天
之

」
、

1

2
0
ウ

「
如
前

」
1

3
5
オ

「
如
前
」
、
1
2
ー
ウ

コ
ニ
女
才
L
-
3

6
ウ

「
才
小
成
耳

」
、

1

2
3
オ

「
此
説

」
ー

3
8
オ

「
此
説
」
、
1
2
5
オ

「
今
以
占
法
」
ー
4

0
オ

「
今
以

占
法

」
、

ユ
2

5
オ

「
此

二
」
―

4
0
ウ

「
注
傍

旧
」
、
1
2
6
オ

「
又

日
所
」
1
4

ー
オ
～
ウ

「
又
日
『

下

1
7
オ

「
故

感
」
崎

4
5
オ

「
故
感

虚
」
、
下

5
5
ウ

「
下
経
反
封
五
」

崎

7
4
ウ

「
下
経

反
」
、
下

5
5
ウ
～

5
6
オ

「
震

変
為
」
1

7
5
オ

「
震

変
為
艮
」
、
下
5
8
オ

「
故
朱

子
」

―

7
8
オ

「
朱
子

謂
後

天
」
。

（
2

）
以

下
の
簡

所
が
省

か
れ

て
い
る
。
「
宇
井
一

7
5
ウ

「
奥

欽

問
」
、

9
8

オ

「
興

欽
云

」
、

9
9
ウ

「
興
欽

云
」
、
下
1
6
オ

「
興
欽

按

二
」
、

下
1
9
オ
～
ウ

「
興
欽
按

二
」
、
下
3

9
ウ

「
興
欽

按

二
」
、
下
4
4
ウ

「
興
欽
窃

二
」
、
下
4
7
ウ

「
興
欽
」
、

下
4

9
ウ

「
興
欽

按

二
」
、

下

5
0
ウ

「
興
欽
按
」
、
下
5
2
オ

「
興
欽
」
に
始
ま
る
篇
所
。

（
3
）

「
グ
ラ
リ
ト
」

は

「
ハ
」
の
轡
き
落
と
し
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

（
4
）
他

に

「
ハ
シ
タ
」

―

「
ハ
ジ
タ
」
（
1
1
6
オ
ー
1
2
9
ウ
）
o

二
、
待
遇
表
現

『
大

塚
』

に
は

「
の
」

「が
」

の
待
遇
価

値
に
よ

る
使

い
分

け

の
意
識

が
ま
だ
保
存

さ
れ

て
い
る
と
み
て
よ
い
。
す

な
わ
ち

『
宇
井
』
で

の
人
物

名

の
下
に

つ
く
「
ガ
」

（主
格

）
を

、
独
立
文

・
従
属
節
を

問

わ
ず

「
ノ
」

に
変
え
て

い
る
例
が
多
く
見
ら
.れ

そ
の
反
対

「
ノ
」
↓

「
ガ
」

は

な

い
。

こ

の
場
合
、
精
斎

の
改
変
部
分

に
関

し
て
は
、
「
の
」
は

、
『
易

経
』

講

説

上
、
尊
敬
す
べ
き
人
物
に
対

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ

る
。

〈
伏
義
〉

伏
キ
ガ
意

ア
ツ
テ
ナ
サ

レ
タ

下

3
9
ウ
ー

伏
キ
ノ
意
ア

ツ
テ
ナ
サ

レ
タ

5
7
ウ
～
5
8
オ

伏
義
ガ

ソ
レ
ニ
類

y
書

レ
タ

下
4
7
オ
―

伏
義
ノ

コ
レ

ニ
類

y
書

レ
ル

6

5
ウ

〈
文
王
〉

文

王
ガ
見

テ
改

易

セ

ラ

レ
タ

「

下

5

7
ウ
ー

文

王

ノ
見

テ

改

易

也

7
8
オ

文
王
ガ
…
…
…
ト
ナ
サ

レ
ダ

「

下
1
8
ウ
ー

文
王

ノ
…

…
…
ト
ナ
サ

レ

タ

「

4
6
ウ

〈
朱
子
〉

朱
子
ガ
説

ヲ
ナ
サ

レ
タ

6
ウ
ー

朱
子
ノ
説
ヲ
カ

・
レ
タ

6
オ

朱
子
ガ
自
分

ノ
説

二
y
御
説

キ
ナ
サ

レ
タ

9

4
ウ
ー
朱

子
ノ
自
分

ノ
説

二
y
御
覧
ナ
サ

レ
タ

2
ー
オ

朱
子
ガ
見
ト
リ

テ
此
説

ヲ
立

ラ
レ
タ

「

下
3
9
ウ
―
朱

子
ノ

ミ
ト
リ

テ

此
説
ヲ
立
ラ

レ
タ

5
8
オ

朱
子
ガ
説

レ
ヌ

下

5
2

オ
ー
朱

子
ノ
説

ヌ

7
0

ウ

〈
顧
氏
〉

顧

氏
ガ
…
…
…
説
タ
ガ

下

5
2
ウ
―

顧
氏
ノ
…
…

…
説

タ
ガ

7

0
ウ

〈
晃

子
〉
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晃
子
ガ
古
易

二
復

ヘ
サ

レ
ル
ノ
論

1
2
ウ
ー

晃
子

ノ
古
易

二
復

ス
ト
云

ハ

8
ウ

〈
孔
子
〉

孔
子
ガ

…
…
…
説
カ
ル

・
内

下
5
4
オ
ー

孔
子
ノ
…
…
…
説

ル

・
内

7
3

オ
～

ウ

孔
子
ガ
…

…
…
カ
ク

シ
テ
ヲ
カ
レ
タ

下
5
4
ウ
ー

孔
子
ノ
…
…

…
カ

ク

シ
テ
オ
カ

レ
タ

7
3
ウ
～
7
4
オ

孔
子
ガ
…
…

…
出

タ

「

下
1
6
ウ
―
孔
子

ノ
…
…
…
出
タ

ル

「

4
4

オ
〈
山
崎
闇
斎
〉

山
崎
先
生
ガ
見
ト
リ

テ

下

1

5

オ
ー

山

崎

ノ

ミ

ト
リ

テ

4

3

オ

主
格

「
ガ
」
ー

「
ガ
」

の
例
も
あ
る
が
、
例
え
ば
述
語

に

「
云

ハ
レ

ヌ
」

（
下
3
3
ウ
―

5
ー
ウ
）
コ
万
ハ
レ
タ
」
（
1
0
ー
オ
ー

2
7
ウ

）
「
名
付

ラ

レ
タ
」

（
下
4
0
ウ
ー
5
8
ウ
）
と
い
う
よ
う
に
尊
敬
表

現

が
あ

り

、
上

へ
待
遇

す
る
こ
と
自
体
は
保
た
れ
て
お
り
、
い
わ
ば

「
ガ
」
を
使

っ
て
し

ま

っ
た

不
手

際
を
補

っ
て
い
る
形
と
な

っ
て
い
る
。
上

へ
の
待
遇
か
ら
離

れ
た
例
外
と

も
見

え
る
の
は
、

孔

子
ガ
乾
坤

ヲ
四
徳

ト
御

説
キ
ナ
サ
レ
テ
ヨ
リ

7
4
ウ
ー
孔
子
力

乾
坤

ヲ
四
徳

ト
説
テ

ヨ
リ
乾
坤

ノ
処

バ
カ
リ
ガ
四
徳
ノ
名

ニ
ナ

ツ
テ

ー

9
オ

で
あ
る
が
、
こ
れ
も

『朱
易
術
義
』
が
今
易
か
ら
古
易
に
復
元
す
る
と
い

う
主
旨

の
も
と
に
編
ま
れ
た
書

な
の
で
、
改
悪
に
関
し

て
は
上

へ
の
待

遇

を
と
ら
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、

こ
の
時
代

の

「
が
」
「
の
」
に
関
す
る
先
行

研
究

か

ら
す

れ
ば

（
1
）
、
こ

の
事
象
、
あ
え

て

「
が
」

の
代

わ
り
に

「
の
」
を
使

う
の
は
学

問
の
世
界
だ
か
ら
こ
そ
起

こ
り
得
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
し
か
も

そ
の
学

問

の
世

界
に
お
い
て
で
も

「
の
」
に
置
き
換

え
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と

は
、
こ
の
改
変

（
と
い
う
努
力

）
が
伝
統

的
な
も

の
で
あ
り
、
か

つ

復
古
的
な

も
の
で
も
あ

っ
た
こ
と
に
な

ろ
う
。
逆

に
言
え
ば
、
こ
の

「
が
」

の
使

用
、

つ
ま

り
上

へ
の
待

遇
を
述
語

の

「
れ

る
」

「
ら

れ
る

」

等

の
尊

敬
語

に
ま

か
せ
て
し
ま

っ
て
自
身

は
文
法
上

の
機
能

を
優

先
さ
せ
る
、

こ

う
し
た
あ

り
方

、学
問

の
言
葉

と
し

て
は
本
来

は
誤

っ
た

使

い
方

、

こ
れ

は
講
説

の
場
だ
か
ら

こ
そ
起

こ
り
や
す
か

っ
た

・
許

さ
れ
た
も

の
だ

っ
た

と
い
う

こ
と
に
な
る
。
講
義
筆
記

と

一
種

の
手
控
と

の
間

に
、
文
体
意
識

の
差

の

一
つ
が
現
れ
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
人
物
呼
称
に

つ
い

て
、
崎
門

学
派

の
先
人

に
対
し

て

『
宇
井

』

で
は

「○
○

先
生
」
と

い
う
言

い
方
す

る
が
、

こ
れ
を
改
変
す

る
場
合

に

は

（
「
先
生
」
が
無
い
わ
け
で
は
な

い
）
『大

塚
』
で
は
、
省
略
す

る
か
あ

る
い
は
他

の
言
葉

、
例
え
ば

「
○
○
翁
」

と
い
う
言
い
方

に
変
え

て
い
る

部

分
が
見

ら
れ
る
。

山
崎

先
生
ー

山
崎

（
8
例
）

尚
斎

先
生
ー
尚
斎

（
4
例

）

省
略

（
1
例
）

尚
翁

（
1
例

）

闇
斎

（
1
例
）

綱
斎

先
生
ー
綱
翁

（
1
例

）

板
点

（
1
例
）

こ
れ

は
特

に
次
の
よ

う
な

「
ノ
」
を
使

っ
た
改

変
か
ら
考
え
れ
ば

、
待

遇

表
現

に
関
わ

る
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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綱
斎
先
生
卦
変
諸

ヲ
著
サ

レ
タ

「
也

（
下
3
2
オ

）
1

綱
翁

ノ
卦

変

諸
説

ヲ
ア
ラ

バ
サ
レ
タ

「
也

（
4
9
ウ
）

精
斎
自
身

の
好

み
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ

る
が
、
「
先

生
」

を

付
け

加

え

な
か

っ
た

こ
と

か
ら
す

れ
ば
、
「○
○

先
生

」
が
ど

ち
ら

か

と
い

え
ば
講

説

の
場

に
ふ
さ
わ
し
か

っ
た
と
思
わ
れ
た

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

（
1
）
桑
山
俊
彦

「
江
戸
後

期
に
お
け
る
格
助
詞

「
の
」
と

「
が
」
の
待

遇
価

値
」
（
・
『
国
語

学

』

1
0
4
、
昭
和
5
1
年
3
月
）

山
本
淳

「
『審
秋
左
氏
伝
国
字
弁
』
の
格
助
詞

「
が
」
「の
」
―

人
物
関
係
の
語
に
下
接
す

る
も
の
ー

L（
『野
州
国
文
学
』
第
4
9
号
、
平
成
4
年
3
月
）

三
、
指
定
辞

例
え
ば

改
変

部
分
に
は

「
タ
ル
」
崎

「
タ
」

・

「
タ
」
ー

「
タ
ル
」
―

い
ず
れ

も
連
体
形
1

、
「
カ

ラ
」
―

「
ユ

へ
」

・

「
故
」
ー

「
カ
ラ
」
・

「
ヨ
リ
」
1

「
ユ

へ
」
、
「
ヌ
」
―

「
ズ
」

・

「
ズ
」
ー

「
ヌ
」

な

ど
が

あ

り
、
必
ず
し
も
ど
ち
ら

の

「
抄
物
」
が
文
語
的

か

口
語
的
か
は
言
え
な
い
。

例
え
ば
、
講
義
筆
記

『
宇
井
』
「
無

ク
テ
ハ
」

（下

1
7
オ
）
が
、
あ
る
種

の
手
控

『
大
塚
』

で
は

「
ナ

フ
テ
ハ
」
「
ノ

フ
テ

ハ
」

（
と
も

に

4
4

ウ

）

に
置
き
換
え
ら
れ

て
も

い
る
。
さ
ら

に

「
云

ハ
レ
タ

「
ナ

レ
バ

」

（
下

5

4
オ
）
1

「
云
ノ
デ
」

（
7
3
オ
）。
「
抄
物
」

の
場
合

、

ど

う
し

て
も

抄

物

と
同
じ
く
注
釈
が
中
心
と
な
る

の
で
文
型
が
さ

ほ
ど
多

様

に
な

ら
ず

、

や
は
り
指
定
辞
が
文
体

の
特
徴
を
代
表
す
る
言
葉

の

一
つ
と
考
え

ら
れ
る

が

、
そ

の

「
ジ

ャ
」
と

「
也
」
に

つ
い
て
も
、
講
義
筆

記
に

「
也
」
が
使

わ
れ
、
手
控
に
も

「
ジ

ャ
」
が
使
わ
れ

て
お
り

、
よ
り
直
接
に
は
ど
ち
ら

が

そ
れ
ぞ
れ

の

「
抄
物
」
に
ふ
さ
わ
し

い
と
意
識
さ

れ
た
か
が
問
題
と
な

り

（
1
）
。
改
変
に
あ
る
種

の
傾
向
が
見
え

る
な

ら
ば

、
そ

れ

は
そ

の
傾

向
を

支
え
る
文
体
意
識
が
、
私
性

の
強
さ

、
言

い
替

え
る
と
緩

や
か
な
規

範

・
言
葉

の
許
容
範
囲

の
広
さ

に
逆
ら
う

ほ
ど

、
よ
り
強
く
打
ち
出
さ
れ

た
も

の
と
見
て
よ

い
。

結

論
か
ら
言
え
ば
、
『
宇
井
』

か
ら

『
大

塚
』

へ
の
改

変

に
お

い

て
、

そ
の
指
定
辞
は

「
ジ

ャ
」
は
あ

っ
て
も

「
ジ

ャ
」
を
加
え

る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か

っ
た
と
言
え
る
。

1

・

「
じ

ゃ
」
1

「
な
り
」
系

の
対
応

と
認
め
ら
れ
る
も

の

1
7
例

ジ

ャ
ー
也

（
ナ
リ

）

1
0
例

「
ジ

ャ
崎
也

1
例

ノ
ジ

ャ
―
也

1
例

ジ

ャ
ー

テ
ナ
リ

ー
例

ジ

ャ
ト
也
ー
也

1
例

ジ

ャ
ガ
ー
也

3
例

ジ

ャ
ケ

レ
ド

モ
―
ナ

レ
ド

モ

ー
例

2

・

「
じ

ゃ
」
―
他

の
言
葉

で

の
置
き
換
え
と
認

め
ら

れ
る
も

の
4
例

ジ

ャ
カ

ラ
ー

ユ
へ

1
例

モ
ノ
ジ

ャ
ガ
ー

ト
云

ニ
ー
例U

0
0

●

4

0

ト

云

「
ジ

ャ
カ
ラ
―

カ
ラ
ー
例

ジ

ャ
ー
テ
云

「
じ

ゃ
」
ー
対
応
が

無
い
と
認

め
ら
れ

る
も

の

モ
ノ
ジ

ャ
ー
省
略

1
例

ジ

ャ
ー

省
略

ジ

ャ
ト
ー
省

略

1
例

「
ジ

ャ
ー

省
略

「
な

り
」
―

「
な
り
」

の
対
応

の
認
め
ら
れ
る
も

の

-

伊り

1

0

伊

5

例

3

例

1

8

例

5

・

「
な

り
」
1
他

の
言
葉
で

の
置

き
換

え
と
認
め
ら
れ

る
も

の2
3
例

6

・

「
な
り
」
1
対
応
が

無
い
と
認

め
ら
れ

る
も

の

1
6
例

7

・
ー

「
な
り
」
系

の
言
葉

を
付
け
加
え
た

と
認
め
ら
れ
る
も

の

・ ・



6
2
例

-
体
言

（「
を
含

む
）
+
也

2
4
例

-
体

言
+
ナ
リ

2
例

ー

用
言

十
也

2
9
例

ー

用
言
十
ナ
リ

5
例

ー

ト
也

2
例

そ
れ
ぞ
れ

の
例
を
若

干
示
せ
ば

、

1

又
カ

ハ
ル

コ
レ
デ
自

然
ジ
ヤ

（
下
3
3
オ
）
―

又
カ

ハ
ル

コ
レ
テ

自
然
也

（
5
0
ウ

）
今

ノ
六
十

四
卦

ノ
序

モ
文

王
ノ
改
易
ジ
ヤ
ガ

（
下
5

7
ウ
）
i

今

六
十

四
卦

ノ
序

モ
文

王
ノ
改
易

也

（
7
7

ウ
）

2

戒

ニ
モ
及
ピ

ソ
モ
無

ヒ
モ
ノ
ジ

ャ
ガ

（下

1
8

ウ
）
ー
戒

ニ
モ
及

ヒ

ソ
モ
ナ
イ
ト
云

二

（
4
7
オ
）

3

舜
ノ

「
ジ
ヤ
孔
明

ノ

「
ジ
ヤ
引
込

タ

「
ジ
ヤ
ト
ギ

ン
ミ
シ
ツ
メ
テ

引
付

テ
ア
ル
ク

ハ
シ
キ

「
ジ
ヤ

（
下

7
0
オ
）
1
舜

ノ

「
孔

明
ノ

「
ト
ギ

ン
ミ

シ
ツ
メ
ル

ユ

ヘ
ナ
リ

（
7
9
ウ
）

4

ヒ
シ
ト
定

リ
タ

「
ハ
ナ

ヒ
ト
也

（
1
2
3
ウ
）
ー

ヒ
シ
ト
定
ロ

タ

「
ハ
ナ
ヒ
也

（
3
8
オ
）

内

ヨ
リ
外

へ
説

ク
ガ
チ
ガ
ウ

「
也

（
下
4
7
オ
）
―

内

ヨ
リ
外

へ

説
カ

チ
ガ

フ
也

（
6
5
ウ
）

5

此

ノ
尚
斎
先
生

ノ
説
精

キ

「
也
（
3
3
ウ
）i
尚

斎
精

シ
（
1
3
オ
）

成
務

ハ
ソ
ノ
開

ケ
タ
ナ
リ

ニ
シ
テ

ユ
ク

「
也

（
下

1
4

オ
ー

ウ
）

ー
成
務

ハ
ソ
ノ
開

ケ
タ
ホ
ト

ニ
シ
テ

ユ
ク

「

（
4
2
オ
）

6

山
崎

先
生

ノ
詞

カ

ソ
レ
ナ

レ
バ

是
也

ト
点

ア

ル

ハ
ズ

也

更
考

（
1
2
3
オ
）
1
山

崎

ノ
言
ナ

レ

ハ
是
也

ト
点

ア

ル

ハ

ス
更
考

（
3

7
ウ
i
3
8
オ

）

合
点

セ
ネ
バ
易

ハ
ス
メ
ヌ

「
也

（
下

7
0
オ
ー

ウ
）
1
合

点
セ
ネ

ハ
易

ハ
ス
メ

ン

（8
0

オ
）

7

特
に

7
の
場
合

、
「
～
デ
」
1

「
也
」

の
た
め

「
デ
」

に
よ

っ
て
説
明
を

つ
な
ぐ
も

の
の
、

り
が
ち
な
と

こ
ろ
を

「
也
」

で
断

ち
切

っ
て
い
る

の
が

分
か
る
。
そ
の
例
、

孔

子
ノ
傳
ガ
色

々
ア
ツ
テ
分

レ
ヌ
カ
ラ

（
ユ
7

オ
）
1

伝
力
色

々

ア
ル

ユ

へ
也

（
1
0
オ

）

三
卦
ノ

ニ
ツ
重
リ

テ
ヲ
ル
ヨ
リ

六
十

四
卦
ノ

「
ヲ
云

（
下
3
6
オ
）

1

三

画
卦

ノ

ニ
ツ
重

リ

テ
ヲ

ル

ヨ
リ

六

十

四

卦

ノ

「
ヲ

云

也

（
5
3
ウ
）

の
改
変
が

1
4
例

を
数

え

、

講

説

い
き
お

い
冗
長

に
な

元
吉
兄
智

ハ
益

ノ
初

九
ノ
下

利
用
為
大
作

ノ
下

二
付

テ
ア

ル
辞
デ

元

吉

ハ
大
善
ノ
吉
ト

云

「
デ
大

二
善

（
下
1
6
オ

）
―

益
ノ
初
九
ノ
辞

テ
利
用
大
作
ノ
下

ニ
ツ
ヒ
テ
ア
ル
也
元
吉

ハ
大
善

ノ
吉

也
（
4
4
オ
）

「
ジ

ヤ
」
を
付

け
加
え
て
い
る

の
で
は
な

い
か
ー

両
者
と
も

に
い
さ
さ

か
不
自

然
な
点
が

あ
る
ー

と
思
わ
れ

る
例
が

一
つ
。

百
九
十

二
交

ト
ナ
リ
テ

ヲ
ル

ノ
ナ

レ
バ

ナ
リ

テ
ヲ
ル
ノ

シ
ヤ

ハ

ー
6
ウ

5
ー
オ
ー
百
九
十

二
交

卜

以
上

の
事
か
ら
す
れ
ば

、
大

塚
精
斎

の
文
体
意
識

が

「
也
」
を
付
け

加

え
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
が
講
義
筆

記

の
言
語
を
取

り
入
れ
る
時
に
見

せ
る

、
「
抄
物
」

の
手
控
ら
し
さ

の

一
つ
を

形
作

ら

せ

て
い
る
こ
と
が
明
か
に
な

っ
た

か
と
思

う
。
さ
ら

に
付
け
加
え
る
な
ら
ば

、

『
宇
井
』
に
は

コ
ア
ア
ル
」
「デ
ア
ラ
ゥ
」
が
見
え
る
け
れ
ど
も
、
『
大
塚
 
に

は

「
デ
ア
ル
」
は
無
く

、
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易

ノ
数
ト
云

モ
ノ
ハ
六
七
八
九

二
止

ル

「
デ
ア

ル
故

ニ

ー
1
6
オ

ー

易
ノ
数
ト
云

モ
ノ

ハ
六
七
八
九

二
止

ル

「
也

2
9
オ

「
デ

ア
ラ
ウ
」
で
は
仮
名
遣

の
違
う
も
の
も
含

み

つ
つ
、

元
人
テ
ア
ラ
ウ

4

ウ
―

恐

ハ
元
人
力

5
ウ

ト
云
意
デ
ア
ラ
ウ

下

4
0
ウ
ー

ト
云
意

テ
ア
ル
ベ

シ

5

8

ウ

の
よ
う
に
避
け
る
傾
向
も
見
ら
れ

る
。
講
義
筆
記

の
言
語
が
、
あ
る
教
養

層

の
、
学

問
を
語

る
言
葉
と
し

て
あ

っ
た

と
す
れ
ば

、
「
抄

物

」

の
手

控

の
言
語

は
、
そ
の
非

公
開
性

の
中

で
雑
多
な
様
相

を
呈

し

て
は

い
る
が

、

や
は
り
概
し

て
よ
り

「
硬

い
」
方

へ
動

こ
う
と
し

て
い
た

・
そ
の

「
硬
さ
」

を
保

つ
と

こ
ろ
に
位
置

し
よ
う
と
す
る
も

の
だ

っ
た
と
思
わ
れ

る

（
も

っ

と
も
、
指
定
辞

の
み
で
こ

の
方
向

性
を

代
表

さ

せ
ら

れ
る

か
ど

う

か
は

、

更
に
検
討
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
が
）
。

（1
）

「
（ジ
ャ
）
ト
ナ
リ
」
は
あ

っ
て
も

「
（ナ
リ
）
ト
ジ
ャ
」
が
無
い
こ
と
か
ら
、
「
ジ
ャ
」

が
会
話
部
分
に
あ
た
る
と
わ
か
る
点
も
あ
る
。
た
だ
し
格
助
詞

「と
」
が
全
て
の

「ジ
ャ
」

の
下

に
つ
い
て
会
話
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
o

四
、
そ

の
他

以
下
、

『
大
塚
』

『
宇
井
』

に
見
ら
れ

る
そ
の
他

の
顕
著
な
相
違

（表

記

。
ア

ス
ペ
ク
ト
）
を
報
告
す

る
。

こ
の
種

の

「
抄
物

」
間

の
言
語

の
相

違

に

つ
い
て
は
あ

ま
り
報
告
さ
れ

て
い
る
と

は
言
え
ず

、

一
見

個
人
的
な

好

み

の
よ
う
に
見

え
な
が
ら

、
実
は

「
抄
物
」

の

一
様
式

・
更

に
延
長
し

て
、
あ

る
世
界
の
だ
い
た
い

の
と

こ
ろ

の
書
き
方

・
表
現

の
仕
方

に

つ
な

が

る
可
能

性
も
あ

り
、

こ
の
拙
劣
な
論

の
末
尾

を
汚

す
次
第

で
あ

る
。

『
宇
井
』

『大

塚
』
で
は
前
者

の
仮
名
を
漢
字

に
直
す
よ

り
も
、
漢
字

を
仮
名

に
な
お
す

傾
向
が
強

い

（
1
）。
語

に
も
偏

り
が
見
ら

れ
る
。

漢
字
-

仮
名

異
な
り
語
数

7
9
語

（
～
難

シ
も

一
語

と
し
た
）

仮
名
-

漢
字

異
な
り
語
数

2

7
語

特

に
目
だ

つ
も

の
と
し
て
は

、

見
ー

ミ

5
9
例

故
ー

ユ

へ

5
4
例

無
―
ナ

・
ナ
ケ

・
ナ

フ

・
ノ

フ

5
3
例

其
ー

ソ
ノ

3
3
例

也
ー
ナ
リ

2
8
例

ヤ
ゥ
ー
様

1
6
例

送
り
仮
名
は
ど

ち
ら

か
と
い
う
と
省
略
さ
れ
が

ち
で
あ

る
。

送

っ
た
と
認

め
ら
れ

る
も

の

異
な
り
語
数

3
2
語

省

い
た
と
認
め
ら
れ

る
も

の

異
な
り
語
数

4

1
語

主
な
も

の
と
し

て
、

同
―
同
ジ

ー
0
例

此

ノ
ー
此

2
8
例

此

レ
ー
此

8
例

仮
名
遣

に
関
し

て
は
、
改
変
部
分

に
お

い
て
は
、
だ

い
た
い
表
音
的

で

あ
る
が
、
中

に
は

そ
の
逆

も
あ
る
。

ヌ
ー

ン

ー
9
例

ハ
ー

ワ

5
例

ヲ
ー

オ

4
例

ウ
ー

フ

2

1
例

チ

ヨ
ウ
ー

チ
ヤ
ウ

ー
例

可
逆

性
が

見
ら
れ
る

の
は

、

ヒ
―

イ

2
0
例

イ
ー

ヒ

3
例

例
え
ば

、
「
ナ
ヒ
」
「
無

ヒ
」
ー

「
ナ
イ
」
1
1
例

、
「
ナ
イ
」
1

「
ナ

ヒ
」
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1
例

。
ア

ス
ペ
ク
ト
に
関
し

て
は

、
「
テ
ヲ
ル
」

を
そ

の
ま

ま
保

つ
と

こ
ろ

も

あ

る
が
、
「
テ
ヲ

ル
」
-

「
テ
ア
ル
」

の
傾
向
が

あ
り
、

そ

の
逆

の
改

変

は

な
い
。
主
語
は
易

の
卦

・
交
が

ほ
と
ん

ど
で
あ

っ
て
有
情

・
非
情

の
区

別

を
見

い
だ
し
に
く
い
。
た
だ

、
い
わ
ゆ

る
方

言
体
系

の
差

（
宇
井
黙
斎

は
唐

津
出
身
、
奥
書
に
よ
り

『
宇
井
』
は
江
戸

で
の
講

義
を
千
手
興
欽

が

浄
書

し
明
倫
堂
に
持
ち
帰

っ
た
も

の
）
が
現
れ
た
も

の
か
、あ

る
い
は
「
テ

ヲ
ル
」

の

（
全
国
的
な
?
）
消
長
に
伴
う
現
象

、

つ
ま

り
現

在

の
共
通
語

の
体
系

に

つ
な
が
る
変
化

の

一
部
と
と
ら
え
そ
れ
が
手
控

の
方

に
記
さ
れ

た

か
、
あ

る
い
は
ま
た
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に

、
「
テ
ヲ

ル
」

に
揺

さ
ぶ

り

の
か
か

っ
て
い
た
事
を
背
景
に
し
て
講
義
筆
記

に
言

い
間
違

い
が

記
さ

れ

て
し
ま

っ
た
も

の
か
、
今

の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
が
考
え
ら
れ

る
。
上
接

の

動
詞
を
項

目
と
し
て
例
を

挙
げ
る
。

カ

カ
ル

ー
6
オ
ー

1
0
オ

隠

ス

下

5
4
ウ
ー

7
3
ウ

コ
モ

ル

下

3

7

オ

～

ウ
ー

5

5

オ

対

シ
合

ウ

下

4

4

ウ
ー

6
2
オ

チ
ガ

エ
ル

下
4
3
ウ
ー
6
ー
ウ

ツ
ケ
ル

ー
1
6
オ
ー

2
9
オ

出
ル

7
4
ウ
i

1
9
オ

分
カ

レ
ル

4

9
オ
ー

1
6

オ

ー
0
0
オ
ー

2
6
オ

（1
）
『
宇
井
』
で
は
た
と
え
と
し
て

『
徒
然
草
』
の
段
を
引
く
簡
所
が
あ
り

（下
1
9
オ
）

『大
塚
』
で
は
そ
こ
だ
け
平
仮
名
に
直
さ
れ
て
い
る

（
4
7
オ
～
ウ
）
の
で
、
「
片
仮
名
」

で
は
な
く

「仮
名
」
と
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
講
義
筆
記
か
ら

一
種
の
手
控
へ
の
言
葉
の
改
変
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
そ

の
資
料
性

、

つ
ま
り
筆
記

の
中

に
は
存

在

の
危
う

い
言
葉
が
記
さ

れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う

こ
と
、
ま
た
そ

の
改
変

の
傾
向

に
伺
わ

れ
る
文
体
意

識
の
反
映

、
私
性

・
非

公
開
性
の
中

で
も
そ
れ

な
り
に
逆

の

方
向
を
見

せ
ず

に
貫

か
れ
て

い
る

こ
と

ば
の
置

き
換
え
、

そ
し
て
そ
う
し

た

こ
と

に
よ

っ
て
あ

る
種

の
文
献

の
文
体

の

「ら

し
さ
」
が
あ

る
程
度
保

た
れ
よ
う
と
し

て
い
る
事

を
論
じ

て
き
た
。
準
体

法

・
接
続
助

詞
な
ど
改

変
部
分

の
み
か
ら

で
は
検

討
し
得
な
い
項
目
は
他
に
も
あ
り
、
同
じ
大
塚
精

斎
の

「
抄
物
」

に
は

、

『
大
塚
』
に
は
見
ら
れ

な
い
指

定
辞

「
ゾ

」

（
こ

れ
は
し
か
し
復
古
的
で
あ

り
、
果
し

て
先
行
す

る
も

の
が
な
か

っ
た
か
は

問
題
だ
が
）
を
含
む
も

の
が

あ
る

こ
と
を
、
平
沢

氏
は
す
で
に
指
摘

さ
れ

て
お
ら
れ
る

（1

）。
成
立

の
あ

り
方
か
ら
そ
れ
ぞ

れ

の

（
ま
ず

は

書

き

記
す

上
で

の
）
言
葉

の
差

異
を
保
ち

つ
つ
、
そ
れ
ら

全
体

を

「
抄
物
」

と

し
て
国
語
史

の
中

へ
置

い
て
み
る
作
業
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
今

ひ
と

ま

ず
微

細
な
報
告
と
考
察
と
を

示
し
て
、
本
稿
を
終

る
。

（
1
）

一
の
注

（
3
）
参
照
。

〈最

後
に
な
り
ま
し
た
が

、
論
者
自
ら

の
経
験

不
足

か
ら
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た

に
も

関
わ
ら
ず
、
資
料

の
閲

覧
等
、
終
始
あ

.

た
た
か
い
は
げ
ま
し

と
ご
援
助
を
賜
り
ま
し

た
岩

村
進
館
長
を

は

じ
め
、
高
鍋
町
立
高
鍋

図
書
館

の
皆
様
に
深
く
感

謝
し
申
し
上
げ

ま
す

。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
〉

（第
三
十
三
回
卒

・
宮
崎
女
子
短
期
大
学
）
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